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資料１ ４

紙
令和２年（2020 年）９月２４日  

越谷市総合振興計画審議会 

会 長 石﨑 一宏 様 

環境・防災・産業振興部会 

                       部会長 岡崎 尚而 

環境・防災・産業振興部会審議結果について（報告）

環境・防災・産業振興部会は、第５次越谷市総合振興計画前期基本計画（素案）

第４章・分野別計画のうち、大綱４「持続可能で災害に強い安全・安心なまちづ

くり」及び大綱５「魅力ある資源を活かし、都市の活力を創造するまちづくり」

について、慎重に審議した結果、概ね妥当であると判断し、下記のとおり主な意

見をまとめ、報告といたします。

 また、当部会で出された意見につきまして、別紙一覧のとおり併せて報告いた

します。

記

 大綱４ 持続可能で災害に強い安全・安心なまちづくり

 １ 地球温暖化防止対策の推進に関して、基本計画の５か年という計画期間に

鑑み、低炭素社会から脱炭素社会の構築へと段階的なまちづくりに取り組む

こと。
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 ２ 災害対策の推進に関して、東日本大震災の経験と教訓が取り入れられた「仙

台防災枠組２０１５－２０３０」を踏まえ、災害への備えについて強化を図

るとともに、総合的な災害リスク管理に取り組むこと。

地域防災力の向上に関して、災害時に迅速かつ的確に対応するため、地域

防災の担い手となる市民一人ひとりの防災意識の高揚を図ること。

   消防団の充実に関して、若年層を含む市民に対し、地域消防の重要性につ

いて周知・啓発を図ること。また、消防団員が活動しやすい環境の整備に取

り組むこと。

 ３ グリーンインフラストラクチャーの推進に関して、自然環境が有する多様

な機能を活用し、防災・減災などの地域課題の解決や地域振興を図るため、

グリーンインフラストラクチャーの趣旨に則したまちづくりに取り組むこ

と。

大綱５ 魅力ある資源を活かし、都市の活力を創造するまちづくり

１ 首都近郊に位置する本市の農業に関して、さらなる地産地消の推進や農産

物販路開拓のほか、加工品開発の支援など、農業経営の支援強化に取り組む

こと。また、本市の地理的特性に応じた農地の保全・活用に取り組むこと。

以 上 



環境・防災・産業振興部会　意見一覧

No. 大項目 中項目 頁 意見

1 4-1 411 87
411「脱炭素社会をつくる」について、まずは低炭素社会を目指す必要があ
るのではないか。そこから脱炭素社会に向かうという方向性がよいのではな
いか。

2 4-1 413 88
413「生き物・人が共生する社会をつくる」について、農業関係者からする
と具体的な取組みやその説明文など、あまり強調されると正直、農家はやり
づらいと感じる。

3 4-2 89

大項目の「めざす姿」について、ありきたりな印象を受ける。もう少し具体
的、実効性のある目標にしてもよいのではないか。防災・安全は市がどうに
かしてくれるという認識ではなく、市民一人ひとりが当事者としての認識が
高まるような記載にできるとよいのではないか。

4 4-2
89
90

2015年３月に仙台で第３回国連防災会議があり、2015年から2030年までの防
災に関し、仙台防災枠組が採択され、これをもとに日本国内では国土強靭化
計画が策定された。本市でも、これを踏まえた災害への備えや総合的な災害
リスク管理の強化を図るべきである。

5 4-3 435 99
435「消防団の充実・強化を図る」とあるが、仕事との兼ね合いからもなか
なか新規入団は難しい状況である。消防団の待遇改善、消防職員ＯＢによる
消防団の組織化についての検討や記載も必要なのではないか。

6 4-3 434 98

434「救急体制の充実・強化を図る」について、講習会受講人数に係る指標
があるが、もう少し周知方法についても検討したほうがよいと思う。市民一
人ひとりの意識醸成のためにも小中学生へのソフト面でのアプローチを行う
などの記載を示してもよいのではないか。

No. 大項目 中項目 頁 意見

2 5-1 101
めざす姿の説明文の最後に「工業の振興を図る」とあるが工業と言い切って
しまってよいか。

3 5-2
105
～
107

大綱３では道の駅やサンシティの整備について記載があるが、これらも観光
に結び付くものと考える。そのあたりの施策の方向性を入れてはどうかと思
う。

4 5-2 521 107

レイクタウンが出来て、いちごタウンも出来てというように新たな方向へ向
かっているという印象を受ける。そういった中で地域のらしさとは何か、
元々の地域資源をベースにいくほうがよいのではないか。農業のことも含
め、市民にアピールすべきと考える。

5 5-3 110

達成指標の「地場農産物の認知度」について、農家の庭先での直販売などの
取組みもＰＲしてほしい。また、生産緑地制度の生成優遇措置があと２年く
らいで最初の区切りも出ることから、市街化区域内の農地をもう少し優遇す
る取組みを記載してはどうか。

6 5-4 541 115
指標について、「障がい者の就労」についても記載すべきなのではないか。
大綱２には出てくるものの、現状値と目標値の差がない。大綱５の労働のと
ころにも入れるべきなのではないか。

7

大綱
４・
５全
般

基本構想の社会情勢のなかでは「グリーンインフラストラクチャー」の記載
があるが、基本計画にはない。大綱３から５にかけても記載はない。グリー
ンインフラストラクチャーについての記載を検討してほしい。

別 紙


